
チ
リ
l
i
ツ
イ

唱
剥
が
あ
っ
た
が
俳
は
ら
な
い
。

チ
リ
ヤ
ク
サ
イ
キ
ヨ
散
役
裁
許
御
扶
待
人
十

チ
リ
コ
ジ
キ

散
乞
賞

J
コ

ジ

キ

村

の

品

川

役

で

、
散
小
物
成
徴
収
の
邸
務
を
行
ふ
場
合

チ
リ
コ
モ
ノ
ナ
リ

散
小
物
成
↓
コ

モ
ノ
ナ
リ

一
に
こ
の
名
円
が
あ
る。

小
物
成
。

一

チ
リ
斗
ウ
ザ
ツ
チ
ヨ

(
協
議
雑
著
一
加
。

続
初

チ
リ
サ
ン
ヨ
ウ
キ
キ
散
算
用
悶

金川印
刷
合
所

一
市
川
円
以
川
の
作
文
利
敵
及
び
考
認
知
を
鋭
め
た
も
の

の
定
。
安
永
三
年
八
且
金
毘
九
郎
共
術

・
紙
屋
庄
一
一
二

で
あ
る
。

郎
一
一
人
が
、
日
間
川
県
阿
ぼ
で
あ
っ
た
お
、
合
力
と
し

一

チ
ン
ウ
ヂ
一
一
甲
氏
江
川
山
柑
椴
越
捕
の
自
家
で
、

て
散
幻
用
問
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

一
川
主
防
抗
許
の
服
に
幻
っ
た
。
猪
木
十
六
年
前
出
利

チ
リ
チ
リ
ト
リ
ち
り
ち
り
と
り

一
加
。
停
は

一
治
が
大
理
寺
滞
に
入
郎
の
頃
之
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の

官
仰
木
壬
子
各
加
悩
山
総
之
刻
副
部
門
川
。
板
一苅
不
明
。
ぷ

一
俗
円
は
娃
氏
四
年
に
下
付
せ
ら
れ
、
同
六
年
に
泊
加

氷山
乱
年
J
l
M

朔
日
制
入
院
仰
室
逝
去
し
、
同
月
制
九
日

一
せ
ら
れ
、
元
総
二
年
と
安
永
五
年
と
に
改
め
ら
れ
て

に
金
伴
隆
史
寺
で
政
行
し
た
治
議
脇
起
引
如
、
及
び

↑
明
治
に
来
っ
た
。

三
七
日
鋭
陀
、
四
七
日
aM尚
郎
、
配
七
日
イ
仰
州
、

一

チ
ン
カ
サ
イ

銀
火
祭
務
政
問
代
に
、
山
村
に

六
七
日
間
半
日
、
間
日
川
一
千
、
七
七
日
十
丈
川
、
た

一
於
い
て
鎮
火
祭
を
行
・
ぬ
も
の
は
、
そ
の
部
古
川
に
滋
近

ち
日
日
同
市
中
高
に
於
け
る
各
脇
起
附
合
を
集
め
た
も

一
の
火
災
あ
り
た
る
日
に
於
い
て
す
る
も
の
が
多
〈
、

の
E
あ
る
。

一
亦
そ
れ
に
抑
ら
ず
春
枚
二
季
に
於
い
て
す
る
も
の
も

チ
リ
ハ
マ
千
里
演
↓
チ
リ
ハ
マ
脱
出
。

一
あ
っ
た
。

チ
リ
ハ
マ
墜
涜

沼
町
制
い
山
知
院
内
刑
制
咋
正
院

一

チ
ン
キ
ン
ポ
リ
沈
金
彫

J
ワ
ジ

マ
Y

Y
キ

に
邸
す
る
m
w
m
o
u
n
混
は
、
倒
的
村
の
徴
。
出
の
円
山

一
崎
山
桜
山
川
O

で
あ
ら
う
。

一山
政
五
年
の
枠
限
集
に
、『
能
州
行
酬
の

一

チ
ン
ザ
ン
ゲ
ン
シ
ョ
ウ
珍
山
源
照

白
川
刷
出
町
の

頃
、
腹
部
に
ホ
ぬ
日
も
な
し
う
ら
千
砧

句

径

』
と

一
情
。
加
伐
の
人
。
将
位
寺
の
可
餓
鏡
商
に
投
じ
て
出

あ
り
、
能
育
所
円
跡
芯
に

『
陸
部
村
と
あ
れ
ど
も
川
県
耐

一
家
し
、
可
餓
の
寂
俊
治
命
を
焚
け
て
川
市
山
山
紹
刊
の
却

の
開
山
な
り
。

級
制
迄
也
。
』
と
見
え
る
。
昭
利
二
年
陛

ご
ナ
と
な
り
、
元
p
r
=
一
年
八

n
H
七
日
入
室
し
て
孟
次

部
の
文
字
寸
ぜ
千
単
一
出
に
改
め
た
。

一
を
併
ポ
し
、
誠
一
巾
に
京
っ
て
信
光
寺
を
創
立
し
、
祭

チ
リ
ハ
マ
ノ
ワ
h
F

シ

竪
涜
ノ
渡

期
羽
咋
市
服
部

一
山
を
山
山
と
し
て
自
ら
二
代
と
な
っ
た
。
寂
年
及
び

簡
に
於
け
る
Mm川
川
の
惚
舟
で
あ
る
。
貸
出
川
の
符
上

一
日
を
蝕
〈
。

に
、『
陸
部
村
領
見
文
七
年
よ
ム
ツ
桜
品
川
被
命
。
波
守
武

一

チ
ン
ジ
ユ
イ
ン
権
樹
院

加
到
滞
京
第
十
二
代

人
、
給
鋭
一
人
入
扮
円
如
、
外
に
附
属
政
五
十
歩川畑
、
一
一刷
出
向
闘
の
子
仰
蜘
の
法
制
批
O

許
し
く
は
椛
樹
院
従

波
舟
・袷
等
之
入
用
銀
H
ハ賜
之
O
』
と
あ
ろ
。

一
民
有
印
加
大
折
。

チ
リ
プ
h
y
ロ
ち
り
ぷ
〈
路

四
加
。
市
保
路
大

一

チ
ン
ゼ
ン
ロ
ク

陳
主
目
録
↓
ア
y

ヨ
コ
ウ
オ
ヤ

砂
子
担
。
明
治
一
一一
年
に
成
る
。
こ
の
出
は
大
拶
が
七

一
ヮ
斑
相
公
御
四
世
話
。

十
七
段
の
時
、
，凶
作
の
波
句
千
俄
立
を
季
凶
加
に
政

一

チ
ン
エ
ウ
珍
祐
一

頓
凶
的
裂
の
子
越
前
際
島
組

現
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
勝
寺
如
泣
立
医
の
長
子
。
資
名
億
円前
。
初
め
法
名
祐

乞
食
。

玄
。
狩
は
阪
恕
、

一
に
腿
恕
に
作
。
、
従
胎
坊
と
黙

し
た
。
加
賀
川
常
持
保
長
A
寺
染
正
悦
誼
忠
品
川
郡
に
弔

び
、
文
安
四
年
山
上
郷
徳
久
地
内
西
山
の
布
徳
寺
ご

代
に
位
し
て
西
山
殿
と
呼
ば
れ
、
後
約
川
に
移
り
、

永
正
元
年
十
二
且
三
日
寂
、
七
十
一ニ
uM
。
静
徳
寺
は

今
の
金
探
蛤
坂
町
常
徳
寺
で
あ
る
。

‘Y 

ツ
イ
ナ
逗
線

追

健

は
'X
春
の
即
日
節
分
の
タ

に
行
は
れ
る
。
滞
政
時
代
に
、
年
内
放
容
の
年
は
、

節
分
の
件
同
日
城
代
以
下
定
番
服
組
問
川
町
守
が
、民
斗
円
・

蝉
上
下
を
着
し
て
七
ァ
宇
頃
ま
で
に
町
宮
城
L
、
十一相
L

新
年
に
あ
れ
ば
服
紗
小
納
・
肱
上
下
半
一
周
ひ
た
。
年

男
は
仰
山
に
製
斗
同
・
長
上
下
で
あ
り
、
そ
の
仙
の
槻

係
者
は
服
紗
小
制

・
蝉
上
下
で
あ
っ
た
。

日
誌
に
宝

。
、
御
航

R
か
ら
儀
式
山
開
始
の
報
あ
る
昨
、
年
男
た

る
台
所
奉
行
は
泊
所
に
出
で
、
土
地
之
捌
に
於
い
て

奥
力
か
ら
析
に
盛
っ
た
妙
大
一旦
を
受
取
り
、
同
心
小

聞
を
し
て
之
を
捧
げ
し
め
、

御
次
か
ら
内
は
坊
主
に

辺
ば
せ
る
。
城
代
・
定
番
潟
週
間
・
留
守
陪
物
一肌
・定

香
川向
廻
番
蹴
等
之
と
伴
ひ
、
坊
主
小
賄
は
手
燭
を
悦

へ
て
先
導
す
る
。
妙
大
一旦
を
倣
〈
各
室
は
、御
居
間
・

同
二
之
胤
・御
除
問
・奥
部
院
上
段
・小
部
院
上
段
・大

際
問
上
段
・表
式
認
・
柳
之
聞
及
び
間
引
所
で
あ
る
。
豆

倣
の
終
っ
た
時
は
、
年
間
力
開
刷
所
に
於
い
て
別
に
県
力

か
ら
紗
大
-R
を
受
取
り
、
坊
主
を
し
て
城
代
等
の
前

に
認
ば
し
め
、
城
代
以
下
坊
主
顕
に
京
る
ま
で
そ
れ

を
頂
滅
す
る
。
次
い
で
年
男
は
城
代
か
ら
約
二
犯
を

賞
賜
せ
ら
れ
、
土
地
迄
聞
で
吸
物
恥
希
・酒
の
饗
胞

と
妙
大
一豆
と
を
受
け
、
援
問山
奉
行
も
同
所
で
亦
妙
大

五
四
六

良一
を
煎
鎖
し
た
。

。
一
〉
民
間
の
式

l
紳
枇
又
は
武
家
で

4
泊
憾
の
式
が

穆
げ
ら
れ
た
。
武
家
で
は
妙
大
援
な
祈
に
同
日
っ
た
ま

ま
筑
に
人
れ
、
又
は
三
方
に
減
せ
て
、
年
男
た
る
若

持
が
そ
れ
を
制
作
げ
、
家
人
の
一
人
は
曲
目
袋
し
て
間
を

索
。
先
導
し
、
各
室
に
於
い
て

『
前
は
門
』
と
二
世
田

呼
び
、
年
間
珂
は

『
山地
は
外
』
と
い
う
て
恕
方
に
向
か

う
て
撒
き
、
そ
の
俄
剃
を
家
長
に
霊
し
、
年
附
力
は
副

殴
を
受
け
た
。
但
し
務
士
に
し
て
千
五
百
石
を
領
す

る
日
永
氏
で
は

『
制
は
内
、
見
は
内
』
と
呼
び
、

χ

或
家
で
は
妙
大
豆
を
撒
く
聞
に
、
若
符
の
一
人
が

『
赤
聞
に
て
候
』
と
叫
び
な
が
ら
陸
前
を
馳
せ
遡
る

所
も
あ
っ
た
。
赤
聞
は
能
祭
で
山
地
音
の
減
く
も
の
で

あ
る
。
附
僚
を
助
L
、
町
制
茶
を
飲
む
こ
と
は
年
越
の

夜
と
同
じ
く
、
開
食
に
は
抗
政
し
た
仰
の
吸
物
を
一
昨

へ
る
的
自
が
あ
っ
た
。
厄
捌
ひ
の
山
伏
は
、
復
に
λ

る
と
鈴
を
的
ら
し
て
掠
り
、
呼
び
入
れ
る
と
除
災
の

新
制
闘
を
行
、ヲ
た
。

ツ
イ
ホ
ウ
追
放

滞
政
附
代
に
、
士
人
た
る
と

町
人
た
る
と
仰
似
た
る
を
附
は
ず
、
領
外
に
犯
罪
者

を
泡
ふ
を
い
う
た
。
そ
の
領
凶
に
の
み
入
る
を
詐
さ

ぬ
を
御
釦
凶
指
紋
、
領
凶
の
み
な
ら
ず
江
戸
・京
・大

坂
に
入
ら
し
め
ぬ
を
三
よ
間
御
情
誼
政
と
椛
ず
る
。

元
徹
六
年
叩
に
柏
山
政
と
い
ル
は
.
コ
一
ヶ
問
問
御
山
川
温
政

な
る
こ
と
を
定
め
た
。
又
手
保
七
研
二
且
掠
府
は
諸

滞
に
凶
出
の
従
を
聞
外
に
施
政
す
る
を
禁
じ
、
哨
闘

諦
に
よ
っ

て
互
に
似
つ
き
、

χ
は
士
人
に
し
て
迫
政

す
る
の
似
な
る
場
合
に
の
み
之
を
許
し
た
。
闘
っ
て

加
賀
滞
は
間
五
且
、
三
ゲ
所
御
凶
附
拍
瑚
政
を
山
間
車
可
彼

仰
付
者
と
い
ひ
、
御
領
凶
温
政
を
九
百
度
可
被
仰
付
者

と
名
づ
け
、
日
刑
は
禁
牢
を
以
て
之
に
代
へ
る
こ
と

と
し、

押げ
十
王
年
八
且
ま
た
前
者
を
=
一
ヶ
所
御
椛
山
岨

放
代
刑
と
稿
し
て
刊
明
日
牢
一
ニ
令
年
を
命
じ
、
後
者
を
御

b 


